
（第18659号）東 京 都 公 報令和8年10月30日（金曜日）

�

日
刊
（
日
曜
日
、
土
曜
日
、
休
日
休
刊
）

１

目

次

規

則

○
東
京
都
組
織
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
総
務
局
人
事
部
調
査
課
）…
一

訓

令

○
東
京
都
の
標
準
的
な
職
を
定
め
る
規
程
の
一
部
改
正
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
総
務
局
人
事
部
調
査
課
）…
一

○
東
京
都
児
童
相
談
所
処
務
規
程
の
一
部
改
正
…
…
…
…（
同
）…
一

告

示

○
新
た
に
生
じ
た
土
地
の
確
認
（
三
宅
村
）
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
総
務
局
行
政
部
市
町
村
課
）…
二

○
都
営
住
宅
の
廃
止
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…（
住
宅
政
策
本
部
都
営
住
宅
経
営
部
経
営
企
画
課
）…
三

○
都
営
住
宅
の
使
用
料
の
変
更
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
同
）…
三

○
都
営
改
良
住
宅
及
び
都
営
再
開
発
住
宅
の
使
用
料
の
変
更

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
同
）…
六

○
都
営
住
宅
の
駐
車
場
の
区
画
数
変
更
…
…
…
…
…
…
…（
同
）…
六

○
土
壌
汚
染
対
策
法
の
規
定
に
基
づ
く
汚
染
さ
れ
て
い
る
区

域
の
指
定
解
除
…（
環
境
局
環
境
改
善
部
化
学
物
質
対
策
課
）…
六

○
鳥
獣
保
護
区
の
存
続
期
間
の
更
新
（
三
件
）
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
環
境
局
自
然
環
境
部
計
画
課
）…
七

○
鳥
獣
保
護
区
特
別
保
護
地
区
の
指
定
…
…
…
…
…
…
…（
同
）…
一〇

○
杉
並
区
の
児
童
自
立
支
援
施
設
に
係
る
事
務
の
委
託
に
関

す
る
規
約
…（
福
祉
局
子
供
・
子
育
て
支
援
部
育
成
支
援
課
）…
一〇

○
平
成
十
七
年
東
京
都
告
示
第
五
百
九
号
（
地
方
公
営
企
業

法
の
財
務
規
定
等
が
適
用
さ
れ
る
東
京
都
の
経
営
す
る
事

業
の
出
納
取
扱
金
融
機
関
及
び
収
納
取
扱
金
融
機
関
）
の

一
部
改
正
…
…
…
…
…（
会
計
管
理
局
管
理
部
公
金
管
理
課
）…
一一

通

達

○
「
初
任
給
、
昇
格
及
び
昇
給
等
に
関
す
る
規
則
の
運
用
に

つ
い
て
」
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…（
東
京
都
人
事
委
員
会
）…
一二

規

則

東
京
都
組
織
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
八
年
十
月
三
十
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
百
六
十
二
号

東
京
都
組
織
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

東
京
都
組
織
規
程
（
昭
和
二
十
七
年
東
京
都
規
則
第
百
六
十
四

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
三

六
の
部
㈡
の
項
中
「
渋
谷
区
恵
比
寿
二
丁
目
三
十
四
番

十
号
」
を
「
世
田
谷
区
上
北
沢
二
丁
目
一
番
三
十
一
号
」
に
改
め
る
。

別
表
四

二
の
部
東
京
都
大
田
都
税
事
務
所
の
項
中
「
大
田
区
新

蒲
田
一
丁
目
十
八
番
二
十
二
号
」
を
「
大
田
区
西
蒲
田
七
丁
目
十
一

番
一
号
」
に
改
め
、
同
表
八
の
部
同

杉
並
児
童
相
談
所
の
項
を
削

り
、
同
部
同

大
田
児
童
相
談
所
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

同

多
摩
中
部

杉
並
区
南
荻
窪
四
丁
目
二
十
三
番
六
号

児
童
相
談
所

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
八
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、

次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す

る
。

一

別
表
三

六
の
部
の
改
正
規
定

公
布
の
日

二

別
表
四

二
の
部
の
改
正
規
定

令
和
八
年
十
一
月
二
十
四

日

訓

令

◉
東
京
都
訓
令
第
四
十
一
号

庁

中

一

般

支

庁

事

業

所

収
用
委
員
会
事
務
局

労
働
委
員
会
事
務
局

東
京
都
の
標
準
的
な
職
を
定
め
る
規
程
（
平
成
二
十
八
年
東
京
都

訓
令
第
六
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
八
年
十
月
三
十
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

第
二
条
第
一
項
の
表
一
の
部
三
の
項
中
「
、
杉
並
児
童
相
談
所
」

を
削
り
、
「
及
び
町
田
児
童
相
談
所
」
を
「
、
町
田
児
童
相
談
所
及

び
多
摩
中
部
児
童
相
談
所
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
令
和
八
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

◉
東
京
都
訓
令
第
四
十
二
号

総

務

局

財

務

局

福

祉

局

児

童

相

談

所

（
児
童
相
談
セ
ン
タ
ー
を
除
く
。
）

東
京
都
児
童
相
談
所
処
務
規
程
（
昭
和
三
十
二
年
東
京
都
訓
令
甲
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第
三
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
八
年
十
月
三
十
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

第
五
条
第
二
項
、
第
六
条
第
二
項
及
び
第
五
項
、
第
七
条
第
二
項
、

第
十
一
条
第
二
項
並
び
に
第
十
二
条
第
二
項
及
び
第
四
項
中
「
、
杉

並
児
童
相
談
所
」
を
削
り
、
「
及
び
町
田
児
童
相
談
所
」
を
「
、
町

田
児
童
相
談
所
及
び
多
摩
中
部
児
童
相
談
所
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
令
和
八
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

告

示

◉
東
京
都
告
示
第
千
九
十
四
号

三
宅
村
長
か
ら
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七

号
）
第
九
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
令
和
八
年
九
月
二
十

八
日
付
け
で
同
村
の
区
域
内
に
次
の
土
地
が
生
じ
た
こ
と
を
確
認
し

た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す

る
。

令
和
八
年
十
月
三
十
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

所
在

三
宅
村
伊
ヶ
谷
二
百
九
十
七
番
地
先
公
有
水
面

二

面
積

二
一
七
・
一
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
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◉
東
京
都
告
示
第
千
九
十
五
号

次
の
一
般
都
営
住
宅
を
廃
止
し
た
の
で
、
東
京
都
営
住
宅
条
例

（
平
成
九
年
東
京
都
条
例
第
七
十
七
号
）
第
三
条
第
三
項
の
規
定
に

よ
り
告
示
す
る
。

令
和
八
年
十
月
三
十
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
告
示
第
千
九
十
六
号

東
京
都
営
住
宅
条
例
（
平
成
九
年
東
京
都
条
例
第
七
十
七
号
）
第

三
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
一
般
都
営
住
宅
の
使
用
料
を
次
の

よ
う
に
変
更
し
、
令
和
八
年
十
一
月
一
日
か
ら
実
施
す
る
の
で
、
同

条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
八
年
十
月
三
十
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

名

称

位

置

構
造
及
び
規
模

戸

数

日
野
新
井
ア
パ
ー
ト

（
７
号
棟
）

日
野
市
新
井
三
丁
目
一
番

中
層
耐
火

三
七
・
七
平
方
メ
ー
ト
ル

四
〇
戸
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◉
東
京
都
告
示
第
千
九
十
七
号

東
京
都
営
住
宅
条
例
（
平
成
九
年
東
京
都
条
例
第
七
十
七
号
）
第

三
条
第
二
項
及
び
第
五
十
六
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
基
づ
き
都

営
改
良
住
宅
の
使
用
料
を
、
第
三
条
第
二
項
及
び
第
七
十
一
条
に
お

い
て
準
用
す
る
第
五
十
六
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
基
づ
き
都
営

再
開
発
住
宅
の
使
用
料
を
次
の
よ
う
に
変
更
し
、
令
和
八
年
十
一
月

一
日
か
ら
実
施
す
る
の
で
、
第
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す

る
。

令
和
八
年
十
月
三
十
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
告
示
第
千
九
十
八
号

東
京
都
営
住
宅
条
例
（
平
成
九
年
東
京
都
条
例
第
七
十
七
号
）
第

九
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

駐
車
場
の
区
画
数
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
の
で
、
第
九
十
三
条
に

お
い
て
準
用
す
る
第
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
八
年
十
月
三
十
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

名

称

位

置

区
画
数

文
花
一
丁
目
ア
パ
ー
ト
駐

車
場

墨
田
区
文
花
一
丁
目
二

十
七
番
ほ
か

五
五
区
画

◉
東
京
都
告
示
第
千
九
十
九
号

土
壌
汚
染
対
策
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
十
一
条

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
七
年
東
京
都
告
示
第
千
九
十
九
号
に

よ
り
指
定
し
た
区
域
の
全
部
の
指
定
を
解
除
す
る
の
で
、
同
条
第
三

項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
八
年
十
月
三
十
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

指
定
を
解
除
す
る
区
域

別
図
の
と
お
り
（
千
代
田
区
隼
町
地

内
）

二

土
壌
汚
染
対
策
法
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年
環
境
省
令
第
二
十

九
号
）
第
三
十
一
条
第
一
項
の
基
準
に
適
合
し
て
い
な
か
っ
た
特

定
有
害
物
質
の
種
類

テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
及
び
ト
リ
ク
ロ

ロ
エ
チ
レ
ン

三

講
じ
ら
れ
た
汚
染
の
除
去
等
の
措
置

土
壌
汚
染
の
除
去
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◉
東
京
都
告
示
第
千
百
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律

（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二

十
八
条
第
七
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
十
八
年
東
京
都

告
示
第
千
四
百
九
十
三
号
で
告
示
し
た
村
山
山
口
鳥
獣
保
護
区
の
存

続
期
間
を
更
新
す
る
の
で
、
同
条
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
八
年
十
月
三
十
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

鳥
獣
保
護
区
の
名
称

村
山
山
口
鳥
獣
保
護
区

二

鳥
獣
保
護
区
の
区
域

東
京
都
東
大
和
市
所
在
、
東
京
都
水
道
局
村
山
上
貯
水
池
、
同

下
貯
水
池
及
び
同
用
地
並
び
に
西
多
摩
郡
瑞
穂
町
及
び
武
蔵
村
山

市
所
在
、
東
京
都
山
口
貯
水
池
用
地
一
円
の
区
域

三

鳥
獣
保
護
区
の
存
続
期
間

令
和
八
年
十
一
月
一
日
か
ら
令
和
二
十
八
年
十
月
三
十
一
日
ま

で
四

鳥
獣
保
護
区
の
保
護
に
関
す
る
指
針

㈠

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
区
分

身
近
な
鳥
獣
生
息
地
の
保
護
区

㈡

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
目
的

当
該
地
域
は
、
東
大
和
市
、
武
蔵
村
山
市
及
び
西
多
摩
郡
瑞

穂
町
に
ま
た
が
る
狭
山
丘
陵
地
帯
に
位
置
し
、
東
京
都
の
水
道

用
地
と
し
て
大
正
後
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
造
ら
れ
た
東

京
都
水
道
局
の
山
口
貯
水
池
及
び
村
山
貯
水
池
を
中
心
と
し
て
、

こ
れ
を
貯
水
池
林
が
取
り
囲
ん
で
い
る
。
こ
の
森
林
は
比
較
的



令和8年10月30日（金曜日）東 京 都 公 報（第18659号） ８

緩
や
か
な
丘
陵
林
で
、
一
帯
は
、
ア
カ
マ
ツ
、
ヒ
ノ
キ
、
ス
ギ

等
の
針
葉
樹
林
と
ミ
ズ
ナ
ラ
、
ネ
コ
シ
デ
、
エ
ゴ
ノ
キ
等
の
広

葉
樹
林
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
多
種
多
様
な
野
鳥
及
び
獣
が
生

息
し
て
い
る
。
こ
の
中
に
は
、
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動

植
物
の
種
の
保
存
に
関
す
る
法
律
（
平
成
四
年
法
律
第
七
十
五

号
）
に
お
い
て
、
国
内
希
少
野
生
動
植
物
種
と
し
て
指
定
さ
れ

て
い
る
ハ
ヤ
ブ
サ
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
鳥
類
等
の
良
好
な
生
息
地
の
確
保
と
創
出
を
目

指
し
、
豊
か
な
生
活
環
境
の
形
成
、
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
、
野

鳥
の
観
察
等
を
通
じ
た
環
境
教
育
活
動
の
場
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
。

㈢

鳥
獣
保
護
区
の
保
護
管
理
方
針

ア

当
該
地
域
は
、
東
京
都
水
道
局
の
貯
水
池
林
と
し
て
閉
鎖

的
管
理
が
な
さ
れ
て
お
り
、
鳥
獣
や
そ
の
生
息
環
境
へ
の
影

響
は
生
じ
て
い
な
い
も
の
と
み
ら
れ
る
も
の
の
、
職
員
や
鳥

獣
保
護
員
に
よ
る
巡
視
と
と
も
に
、
東
大
和
市
、
武
蔵
村
山

市
及
び
瑞
穂
町
や
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
、
引
き
続
き

当
該
地
域
に
生
息
・
繁
殖
す
る
鳥
獣
の
保
護
に
取
り
組
む
。

イ

指
定
の
十
年
後
に
、
鳥
獣
の
生
息
環
境
の
変
化
等
を
把
握

す
る
た
め
調
査
を
実
施
す
る
。

◉
東
京
都
告
示
第
千
百
一
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律

（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二

十
八
条
第
七
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
十
八
年
東
京
都

告
示
第
千
四
百
九
十
二
号
で
告
示
し
た
多
摩
川
鳥
獣
保
護
区
の
存
続

期
間
を
更
新
す
る
の
で
、
同
条
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十

五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
八
年
十
月
三
十
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

鳥
獣
保
護
区
の
名
称

多
摩
川
鳥
獣
保
護
区

二

鳥
獣
保
護
区
の
区
域

東
京
都
大
田
区
所
在
、
現
在
は
撤
去
さ
れ
た
羽
田
灯
標
（
北
緯

三
十
五
度
三
十
一
分
五
十
五
・
〇
秒
、
東
経
百
三
十
九
度
四
十
七

分
四
十
七
・
五
秒
）
近
く
の
羽
田
沖
埋
立
地
南
端
及
び
多
摩
川
ト

ン
ネ
ル
が
交
差
す
る
地
点
を
基
点
と
し
て
、
同
所
か
ら
神
奈
川
県

川
崎
市
浮
島
町
防
波
護
岸
東
端
を
結
ぶ
直
線
に
沿
っ
て
進
み
東
京

都
と
神
奈
川
県
と
の
境
界
線
に
至
り
、
同
所
を
右
折
し
、
同
境
界

を
上
流
に
向
か
っ
て
進
み
多
摩
川
原
橋
右
岸
に
至
り
、
同
所
か
ら

都
道
町
田
調
布
線
（
十
九
号
線
）
を
南
西
に
進
み
都
道
川
崎
府
中

線
（
九
号
線
）
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
都
道
を
北
西
に

進
み
都
道
稲
城
日
野
線
（
四
十
一
号
線
）
と
の
交
点
に
至
り
、
同

所
か
ら
同
都
道
を
西
に
進
み
国
道
二
十
号
と
の
交
点
に
至
り
、
同

所
を
左
折
し
、
同
国
道
を
西
に
進
み
都
道
淵
上
日
野
線
（
百
六
十

九
号
線
）
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
を
右
折
し
、
同
都
道
を
西
に

進
み
国
道
十
六
号
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
国
道
四
百
十
一

号
に
入
っ
て
北
西
に
進
み
、
都
道
瑞
穂
あ
き
る
野
八
王
子
線
（
百

六
十
六
号
線
）
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
を
右
折
し
、
同
都
道

（
百
六
十
六
号
線
）
を
北
に
進
み
東
秋
川
橋
を
経
て
都
道
杉
並
あ

き
る
野
線
（
七
号
線
）
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
を
右
折
し
、
多

西
橋
に
至
り
、
同
橋
を
渡
り
左
折
し
、
あ
き
る
野
市
道
Ⅰ－

四
号

線
を
経
て
右
折
し
、
あ
き
る
野
市
道
Ⅰ－
五
号
線
に
至
り
、
同
市

道
を
経
て
都
道
伊
奈
福
生
線
（
百
六
十
五
号
線
）
と
の
交
点
に
至

り
、
同
市
道
を
北
西
に
進
み
あ
き
る
野
市
道
Ⅰ－
一
号
線
に
至
り
、

同
市
道
を
経
て
国
道
四
百
十
一
号
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
を
右

折
し
、
同
国
道
を
北
方
に
進
み
満
地
峠
を
経
て
都
道
奥
多
摩
青
梅

線
（
四
十
五
号
線
）
と
の
交
点
に
至
り
、
同
都
道
を
西
方
に
進
み
、

都
道
十
里
木
御
嶽
停
車
場
線
（
二
百
一
号
線
）
に
至
り
、
同
所
を

右
折
し
、
御
岳
橋
を
経
て
国
道
四
百
十
一
号
に
至
り
、
同
所
を
右

折
し
、
同
国
道
を
東
方
に
進
み
都
道
青
梅
飯
能
線
（
二
十
八
号

線
）
と
の
交
点
に
至
り
、
同
都
道
を
南
東
方
向
に
進
み
都
道
立
川

青
梅
線
（
二
十
九
号
線
）
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
都
道

を
南
東
に
進
み
、
都
道
立
川
青
梅
線
（
二
十
九
号
線
、
通
称：

奥

多
摩
街
道
）
を
経
て
国
道
二
十
号
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
を
右

折
し
、
同
国
道
を
南
西
に
進
み
日
野
橋
に
至
り
、
同
所
か
ら
多
摩

川
堤
防
左
岸
を
下
流
に
進
み
世
田
谷
区
と
狛
江
市
と
の
境
界
線
の

交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
南
方
に
進
み
東
京
都
と
神

奈
川
県
と
の
境
界
線
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
を
南
東

に
進
み
世
田
谷
区
と
大
田
区
と
の
境
界
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か

ら
同
境
界
を
北
東
に
進
み
多
摩
川
堤
防
左
岸
に
至
り
、
同
所
か
ら

同
堤
防
左
岸
を
下
流
に
進
み
東
京
都
大
田
区
所
在
羽
田
沖
埋
立
地

南
端
に
至
り
、
同
所
か
ら
南
東
に
進
み
基
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ

た
一
円
の
区
域

三

鳥
獣
保
護
区
の
存
続
期
間

令
和
八
年
十
一
月
一
日
か
ら
令
和
二
十
八
年
十
月
三
十
一
日
ま

で
四

鳥
獣
保
護
区
の
保
護
に
関
す
る
指
針

㈠

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
区
分

身
近
な
鳥
獣
生
息
地
の
保
護
区

㈡

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
目
的

当
該
地
域
は
、
東
京
都
の
西
部
を
貫
流
す
る
国
土
交
通
省
所

管
の
一
級
河
川
で
あ
る
多
摩
川
周
辺
の
森
林
、
農
耕
地
、
住
宅

地
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
調
布
市
が
運
営
し
て
い
る
「
多
摩
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川
自
然
情
報
館
」
等
の
情
報
拠
点
が
存
在
す
る
ほ
か
、
「
多
摩

川
流
域
リ
バ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
構
想
へ
の
市
民
参
加
意
欲
が

高
い
な
ど
、
自
然
環
境
へ
の
関
心
が
高
い
市
民
が
多
く
居
住
し

て
お
り
、
多
摩
川
周
辺
は
、
都
民
を
は
じ
め
広
く
人
々
に
と
っ

て
身
近
な
自
然
環
境
を
有
し
て
い
る
。

ま
た
、
水
辺
空
間
に
加
え
、
河
川
敷
や
中
洲
の
ス
ス
キ
、
ス

ス
キ
樹
林
地
、
ヨ
シ
原
な
ど
多
様
な
自
然
環
境
が
形
成
さ
れ
て

お
り
、
区
域
内
に
は
多
種
多
様
な
野
鳥
及
び
獣
が
生
息
し
て
い

る
。こ

の
た
め
、
当
該
地
域
は
、
都
民
を
は
じ
め
広
く
人
々
に
と

っ
て
身
近
な
鳥
獣
生
息
地
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
鳥
獣
保

護
区
に
指
定
し
、
そ
の
保
全
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

㈢

鳥
獣
保
護
区
の
保
護
管
理
方
針

ア

当
該
地
域
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
釣
り
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

等
の
野
外
活
動
が
多
い
地
域
で
あ
り
、
河
川
敷
に
は
運
動
グ

ラ
ン
ド
や
親
水
公
園
が
点
在
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
鳥
獣

の
安
定
的
な
生
息
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
な
い
よ
う
、
定

期
的
に
巡
視
を
実
施
し
、
静
寂
な
環
境
の
保
持
に
努
め
る
と

と
も
に
、
人
間
と
鳥
獣
と
が
共
生
で
き
る
空
間
を
作
り
出
す

必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
治
水
上
、
農
業
用
水
上
の
土
木
事
業
と
の
調
整
を

十
分
に
図
る
必
要
が
あ
る
。

イ

指
定
の
十
年
後
に
、
鳥
獣
の
生
息
環
境
の
変
化
等
を
把
握

す
る
た
め
調
査
を
実
施
す
る
。

◉
東
京
都
告
示
第
千
百
二
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律

（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二

十
八
条
第
七
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
二
年
東
京

都
告
示
第
千
三
百
十
八
号
で
告
示
し
た
東
京
港
鳥
獣
保
護
区
の
存
続

期
間
を
更
新
す
る
の
で
、
同
条
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十

五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
八
年
十
月
三
十
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

鳥
獣
保
護
区
の
名
称

東
京
港
鳥
獣
保
護
区

二

鳥
獣
保
護
区
の
区
域

東
京
湾
上
、
現
在
は
廃
止
さ
れ
た
東
京
灯
標
（
北
緯
三
十
五
度

三
十
三
分
四
十
六
秒
、
東
経
百
三
十
九
度
四
十
九
分
五
十
三
秒
）

を
基
点
と
し
て
、
同
所
か
ら
二
百
六
度
三
十
分
の
方
向
に
六
千
メ

ー
ト
ル
進
み
、
同
所
か
ら
三
百
四
度
〇
分
の
方
向
に
東
京
都
と
神

奈
川
県
と
の
境
界
に
沿
っ
て
三
千
メ
ー
ト
ル
進
み
多
摩
川
鳥
獣
保

護
区
に
至
り
、
同
所
を
右
折
し
、
多
摩
川
鳥
獣
保
護
区
に
沿
っ
て

北
西
方
に
進
み
都
道
東
京
大
師
横
浜
線
（
六
号
）
に
至
り
、
同
所

を
右
折
し
、
国
道
百
三
十
一
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
国
道
を

北
北
西
に
進
み
国
道
十
五
号
と
の
交
点
に
至
り
、
同
国
道
を
北
方

に
進
み
品
川
区
南
大
井
二
丁
目
地
内
、
都
道
日
本
橋
芝
浦
大
森
線

（
三
百
十
六
号
）
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
を
右
折
し
、
同
都
道

を
北
方
に
進
み
都
道
東
京
市
川
線
（
五
十
号
）
と
の
交
点
に
至
り
、

同
所
を
右
折
し
、
同
都
道
を
北
東
方
に
進
み
都
道
東
京
浦
安
線

（
十
号
）
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
を
右
折
し
、
同
都
道
を
東
方

に
進
み
都
道
王
子
千
住
南
砂
町
線
（
三
百
六
号
）
と
の
交
点
に
至

り
、
同
所
を
右
折
し
、
特
別
区
道
江
百
四
十
三
号
線
と
の
交
点
に

至
り
、
同
所
を
左
折
し
、
同
区
道
を
東
方
に
進
み
荒
川
右
岸
に
至

り
、
同
所
を
右
折
し
、
荒
川
右
岸
を
下
流
に
進
み
江
東
区
新
砂
三

丁
目
地
内
荒
川
右
岸
突
端
に
至
り
、
同
所
か
ら
直
線
を
も
っ
て
荒

川
右
岸
と
国
道
三
百
五
十
七
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
を
左

折
し
、
同
国
道
を
東
方
に
進
み
旧
江
戸
川
右
岸
に
至
り
、
同
所
を

右
折
し
下
流
に
進
み
旧
江
戸
川
右
岸
突
端
に
至
り
、
同
所
か
ら
国

指
定
葛
西
沖
三
枚
洲
鳥
獣
保
護
区
と
の
交
点
（
北
緯
三
十
五
度
三

十
七
分
五
十
九
・
三
六
四
秒
、
東
経
百
三
十
九
度
五
十
二
分
一
・

九
五
九
秒
）
に
至
り
、
同
所
か
ら
国
指
定
葛
西
沖
三
枚
洲
鳥
獣
保

護
区
の
境
界
線
を
左
回
り
に
進
み
旧
江
戸
川
右
岸
突
端
か
ら
基
点

に
至
る
直
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
直
線
を
も
っ
て
基
点

に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域
。
た
だ
し
、
当
該
区
域
に
含

ま
れ
る
東
京
国
際
空
港
用
地
を
除
く
区
域

三

鳥
獣
保
護
区
の
存
続
期
間

令
和
八
年
十
一
月
一
日
か
ら
令
和
二
十
八
年
十
月
三
十
一
日
ま

で
四

鳥
獣
保
護
区
の
保
護
に
関
す
る
指
針

㈠

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
区
分

集
団
渡
来
地
の
保
護
区

㈡

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
目
的

当
該
地
域
は
、
東
京
港
の
港
湾
区
域
で
、
地
域
の
大
半
を
占

め
る
公
有
水
面
の
ほ
か
東
京
港
野
鳥
公
園
、
大
井
埠
頭
中
央
海

浜
公
園
、
葛
西
臨
海
公
園
な
ど
、
鳥
類
の
生
息
に
適
し
た
環
境

が
残
さ
れ
て
お
り
、
サ
ギ
類
、
カ
モ
類
、
シ
ギ
類
、
チ
ド
リ
類
、

カ
モ
類
と
い
っ
た
水
辺
や
水
面
を
利
用
す
る
鳥
類
が
多
数
確
認

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
中
に
は
、
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動

植
物
の
種
の
保
存
に
関
す
る
法
律
（
平
成
四
年
法
律
第
七
十
五

号
）
に
お
い
て
、
国
内
希
少
野
生
動
植
物
種
と
し
て
指
定
さ
れ

て
い
る
ハ
ヤ
ブ
サ
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
当
該
地
域
は
集
団
渡
来
す
る
渡
り
鳥
の
保
護
の

た
め
重
要
な
区
域
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
鳥
獣
保
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護
区
に
指
定
し
、
渡
来
す
る
渡
り
鳥
の
保
護
を
図
る
も
の
で
あ

る
。

㈢

鳥
獣
保
護
区
の
保
護
管
理
方
針

ア

鳥
獣
の
生
息
に
影
響
の
な
い
範
囲
で
、
自
然
と
の
ふ
れ
あ

い
の
場
、
環
境
教
育
・
学
習
の
場
と
し
て
活
用
を
図
る
た
め
、

関
係
機
関
や
地
域
住
民
等
と
連
携
し
た
活
動
に
取
り
組
む
。

イ

指
定
の
十
年
後
に
、
鳥
獣
の
生
息
環
境
の
変
化
等
を
把
握

す
る
た
め
調
査
を
実
施
す
る
。

◉
東
京
都
告
示
第
千
百
三
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律

（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二

十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
鳥
獣
保
護
区
特
別
保
護
地
区
を

指
定
す
る
の
で
、
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
五
条
第

二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
八
年
十
月
三
十
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

特
別
保
護
地
区
の
名
称

村
山
山
口
鳥
獣
保
護
区
特
別
保
護
地
区

二

特
別
保
護
地
区
の
区
域

東
京
都
西
多
摩
郡
瑞
穂
町
及
び
武
蔵
村
山
市
所
在
、
東
京
都
水

道
局
山
口
貯
水
池
用
地
一
円
の
区
域

三

特
別
保
護
地
区
の
存
続
期
間

令
和
八
年
十
一
月
一
日
か
ら
令
和
二
十
八
年
十
月
三
十
一
日
ま

で
四

特
別
保
護
地
区
の
保
護
に
関
す
る
指
針

㈠

特
別
保
護
地
区
の
指
定
区
分

身
近
な
鳥
獣
生
息
地
の
保
護
区

㈡

特
別
保
護
地
区
の
指
定
目
的

当
該
地
域
は
、
西
多
摩
郡
瑞
穂
町
及
び
武
蔵
村
山
市
に
ま
た

が
る
狭
山
丘
陵
地
帯
に
位
置
し
て
お
り
、
東
京
都
水
道
局
の
山

口
貯
水
池
に
隣
接
す
る
貯
水
池
林
で
あ
る
。
一
帯
は
、
ア
カ
マ

ツ
、
ヒ
ノ
キ
、
ス
ギ
等
の
針
葉
樹
林
と
コ
ナ
ラ
、
ネ
コ
シ
デ
、

エ
ゴ
ノ
キ
等
の
広
葉
樹
林
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
多
種
多
様
な

野
鳥
及
び
獣
が
生
息
し
て
い
る
。
こ
の
中
に
は
、
絶
滅
の
お
そ

れ
の
あ
る
野
生
動
植
物
の
種
の
保
存
に
関
す
る
法
律
（
平
成
四

年
法
律
第
七
十
五
号
）
に
お
い
て
、
国
内
希
少
野
生
動
植
物
種

と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
ハ
ヤ
ブ
サ
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。

当
該
地
域
は
、
昭
和
四
十
四
年
に
特
別
保
護
地
区
と
し
て
指

定
さ
れ
て
お
り
、
引
き
続
き
良
好
な
鳥
獣
の
生
息
環
境
を
保
全

す
る
た
め
、
法
第
二
十
九
条
第
一
項
に
基
づ
く
特
別
保
護
地
区

に
指
定
し
、
当
該
地
域
に
生
息
す
る
鳥
獣
の
生
息
地
の
保
護
を

図
る
も
の
で
あ
る
。

㈢

特
別
保
護
地
区
の
保
護
管
理
方
針

ア

当
該
地
区
は
、
都
立
狭
山
自
然
公
園
に
指
定
さ
れ
て
い
る

と
と
も
に
、
一
帯
の
自
然
度
の
高
い
樹
林
地
は
、
貯
水
池
林

と
し
て
東
京
都
水
道
局
に
よ
り
良
好
に
管
理
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
外
周
に
は
狭
山
丘
陵
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス

や
都
立
野
山
北
・
六
道
山
公
園
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
野
外

活
動
が
活
発
な
区
域
で
あ
る
た
め
、
特
別
保
護
地
区
内
の
鳥

獣
の
安
定
的
な
生
息
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
の
な
い
よ
う
、

よ
り
静
寂
な
環
境
の
保
持
に
努
め
る
。
さ
ら
に
、
工
作
物
設

置
、
木
竹
の
伐
採
等
の
開
発
行
為
を
指
導
監
督
し
、
鳥
獣
の

保
護
及
び
繁
殖
地
の
保
全
に
著
し
い
支
障
が
生
じ
る
こ
と
の

な
い
よ
う
に
努
め
る
。

イ

指
定
の
十
年
後
に
、
鳥
獣
の
生
息
環
境
の
変
化
等
を
把
握

す
る
た
め
調
査
を
実
施
す
る
。

◉
東
京
都
告
示
第
千
百
四
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十

二
条
の
十
四
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
杉
並
区
の
児
童
自
立
支
援

施
設
に
係
る
事
務
を
次
の
規
約
に
よ
り
受
託
す
る
の
で
、
同
条
第
三

項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
百
五
十
二
条
の
二
の
二
第
二
項
の

規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
八
年
十
月
三
十
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

杉
並
区
の
児
童
自
立
支
援
施
設
に
係
る
事
務
の
委
託

に
関
す
る
規
約

（
委
託
事
務
の
範
囲
）

第
一
条

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二

百
五
十
二
条
の
十
四
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
杉
並
区
（
以
下

「
甲
」
と
い
う
。
）
は
、
児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第

百
六
十
四
号
）
第
四
十
四
条
に
規
定
す
る
児
童
自
立
支
援
施
設
に

係
る
事
務
（
以
下
「
委
託
事
務
」
と
い
う
。
）
の
管
理
及
び
執
行

を
東
京
都
（
以
下
「
乙
」
と
い
う
。
）
に
委
託
す
る
。

（
管
理
及
び
執
行
の
方
法
）

第
二
条

委
託
事
務
の
管
理
及
び
執
行
に
つ
い
て
は
、
乙
の
条
例
及

び
規
則
そ
の
他
の
規
程
（
以
下
「
条
例
等
」
と
い
う
。
）
の
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

（
経
費
の
負
担
）

第
三
条

委
託
事
務
の
管
理
及
び
執
行
に
要
す
る
経
費
は
、
甲
の
負

担
と
す
る
。

２

前
項
の
経
費
の
額
及
び
交
付
の
時
期
は
、
甲
と
乙
と
が
協
議
し

て
定
め
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
乙
は
、
あ
ら
か
じ
め
委
託
事
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務
の
管
理
及
び
執
行
に
要
す
る
経
費
の
見
積
り
に
関
す
る
書
類
を

甲
に
送
付
す
る
も
の
と
す
る
。

（
収
入
の
帰
属
）

第
四
条

委
託
事
務
の
管
理
及
び
執
行
に
係
る
使
用
料
及
び
手
数
料

並
び
に
財
産
収
入
及
び
諸
収
入
は
、
全
て
乙
の
収
入
と
す
る
。

（
収
入
及
び
支
出
の
経
理
）

第
五
条

乙
は
、
委
託
事
務
の
管
理
及
び
執
行
に
係
る
収
入
及
び
支

出
に
つ
い
て
経
理
を
明
確
に
し
て
お
く
も
の
と
す
る
。

（
収
入
及
び
支
出
の
精
算
）

第
六
条

乙
は
、
毎
年
度
終
了
後
、
速
や
か
に
委
託
事
務
に
係
る
収

入
及
び
支
出
の
精
算
を
行
い
、
そ
の
明
細
を
甲
に
通
知
す
る
。

（
条
例
等
の
制
定
又
は
改
廃
の
場
合
の
措
置
）

第
七
条

委
託
事
務
の
管
理
及
び
執
行
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
る
乙
の

条
例
等
が
制
定
さ
れ
、
若
し
く
は
廃
止
さ
れ
、
又
は
そ
の
全
部
若

し
く
は
一
部
が
改
正
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
乙
は
、
直
ち
に

そ
の
旨
を
甲
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

（
委
託
事
務
の
廃
止
に
伴
う
決
算
処
理
等
）

第
八
条

委
託
事
務
の
全
部
又
は
一
部
を
廃
止
す
る
場
合
に
お
い
て

は
、
当
該
委
託
事
務
の
管
理
及
び
執
行
に
係
る
収
入
及
び
支
出
は
、

当
該
廃
止
の
日
を
も
っ
て
こ
れ
を
打
ち
切
り
、
乙
が
こ
れ
を
決
算

す
る
。

（
委
託
事
務
の
管
理
及
び
執
行
の
細
目
）

第
九
条

こ
の
規
約
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
委
託
事
務
の
管
理
及

び
執
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
甲
と
乙
と
が
協
議
し
て
定
め
る
。

附

則

こ
の
規
約
は
、
令
和
八
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

◉
東
京
都
告
示
第
千
百
五
号

平
成
十
七
年
東
京
都
告
示
第
五
百
九
号
（
地
方
公
営
企
業
法
の
財

務
規
定
等
が
適
用
さ
れ
る
東
京
都
の
経
営
す
る
事
業
の
出
納
取
扱
金

融
機
関
及
び
収
納
取
扱
金
融
機
関
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、

令
和
八
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令
和
八
年
十
月
三
十
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

二
の
表
㈢
の
部
江
東
信
用
組
合
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

大
東
京
信
用
組
合

日
本
国
内
で
業
務
を
営

む
全
て
の
店
舗
（
代
理

店
を
除
く
。
）

通

達
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